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二〇一一年夏の天草フィールドワーク終了後、上天草市教育委員会
の高野信子氏にご紹介をいただき、上天草市大矢野町の吉田靖子氏宅を訪問する機会を得た。江戸時代の吉田家は天草郡大矢野組の大庄屋として、大矢 地区のみならず、天草郡全体の自治行政に大きな貢献を果た いる。現在、吉田家で保存されている百点余りの古文書類には、家業であった砥石生産 関係、土地売買の関係、そして大庄屋としての職務に関わる文書などが残されている。　
また、吉田家と緊密な関係を有していた天草郡御領村（現・天草市
五和町御領）の石本家文書（現・九州大学附属図書館附設記録資料館九州文化史資料部門所蔵）にも 吉田家から 書状などの関連資料が三〇点余り存在することがわかった。　
そのうち、いくつかの文書を今回紹介することで、今後の具体的な
解明を目指したい。　
吉田家の史料調査は、二〇一一年九月および一一月の 回に分けて
実施した。調査に際 て快くご承諾をいただき、吉田家の歴史について詳しいご教示をくださった所蔵者の吉田靖子氏、ご同行いただいた山﨑信一氏、高野信子氏 改め 御礼を申し上げ い。  　　　
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差上申済口書付
上村喜平より安一ニ相抱り、字江後口田畑合弐反七畝廿一歩之場所請戻度願 候ニ付御取調御座候処 右田畑之儀安一方先祖元地之旨を以嘉永元申年中、 先名民五郎よ 安一父亡吉 伝三郎宛之証文を以元地返り譲渡有之 処、願人喜平方ニ而ハ全安一先祖元地ニ無 場所ニ候得共、元地返り 名目を以譲渡有之段申立、 方ニ而ハ自分元地ニ相違無之旨申立、明判仕兼候ニ付双方江御利解之次第も有之、同村喜九郎外三人立入、双方江説得仕、此節熟談 上 樋戸屋敷地壱ヶ所并金百六拾両、安一より喜平ニ相渡 江後口田畑之儀者此侭安一方江居置候様取極内済納得仕候上ハ、向後右一件ニ付双方御願筋無御座候、依之訴答 立入人連印仕済口書付差上申候、以上、　　
明治三年
　　　　　　　　　
願人
　　　
午八月
　　　　　　　　　　
上村
　
喜平（印）
　　 　　　　　　　　　　
相手方
　　　 　　　　　　　　　
同村
　
安一（印）
　　
安一幼年ニ付代兼
　　　 　
同村
　
豊（印）
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立入人
　　　　　　　　　　　　　　　　
同
　　
伝造（印）
　　
右同断
　　　
亀作（印）
　　
右同断
　　　 　
龍平（印）
　　 　
右同断
　　　 　
喜九郎（印）
　　
地方御取扱懸り
　　
藤田保門殿
　　 　
永野次郎八殿
　　 　　
浦本勝馬殿
　　 　　
園田好馬殿
前書之通、内熟書付差出承届候ニ付、為後念写双方江相渡置候、以上、　　　　 　　　
地方取扱掛
　　 　　
藤田保門
　　
永野次郎八
　　 　　　
浦本勝馬
　　 　　
園田好馬
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奉願上候口上覚
私先祖佐藤伝右衛門儀、慶長五庚子年ゟ細川越中守忠興江奉公仕、鉄炮五拾挺頭被申付、豊前国江罷在相勤申候、其後将監与改、寛永八辛未年豊前国於小倉病死仕候、忰佐藤伝兵衛儀、紀州江罷在候母方之伯
父真鍋五郎左衛門方へ為養子寛永十二乙亥年罷越申候、養父五郎左衛門儀ハ四千石ニ而武器奉行役相勤、大納言頼宣殿江奉公仕 五郎左衛門隠居後、右伝兵衛家督仕、真鍋庄右衛門与相改、千五百石被下置候、承応元年忰四郎左衛門共ニ一同御暇被下浪人仕候、其後明暦元乙未年天草郡大矢野登立村へ罷越申候、其節之御代官鈴木伊兵衛殿江願出、登立村江住居仕候、庄右衛門浪人以後佐藤閑斎与改、万治元年於同所死去仕候、忰四郎左衛門同所ニ住居仕居候処、登立村之内、田鋤越与申、入海御座候、浪人身ニ而家来共扶助之手段も無之候ニ付 寛文辛丑年鈴木伊兵衛殿江願出、新田開発御済達被仰付候ハヽ、御当所住居御免之為御厚恩家来共 申付 右 地相応之御年貢上納仕度旨願出申候処、御扱取之上、且御当所格別之 地も無之ニ付、其方築留開発仕候ハヽ、 当所ハ入海之新地場数ヶ所有之候ニ付、右見習を以 向後新地開発願出候もの之先達ニも相成、一段勤功と 可申旨被仰出、願之通被申付候ニ付、同 築留者勿論 新地之儀 付当分無高 作取ニ被申付置候処、其後御当所天草郡者戸田伊賀守殿一旦御領地ニ罷成候処、伊賀守殿ニも前段之趣御扱取被成懇意と被 新 先ツ作取ニ被申付置候、無程伊賀守殿 替ニ而御当郡ハ小川藤左衛門殿御代官所と罷成申候、其節御高請仕度、藤左衛門殿迄願出候処、延宝二甲寅年右之新地御検地有之、登立村本高之内江被差加 地主者紀州ゟ召連来候家来、水野兵右衛門与申者名前ニ仕候 夫ゟ 上納米聊無滞、猶今上納仕候、一寛文十二壬子年大矢野中村亀之助入海開地御座候付、猶又新地開発
仕度小川藤左衛門殿迄願書差出置候処、延々相成候内、大矢野組ハ松平主殿頭殿御預所ニ相成候間、藤左衛門殿ゟ右之願書主殿頭殿江
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差出ニ相成候処、主殿頭殿御取次ヲ以願之通被仰付、願書之裏ニ御勘定所杉浦内蔵丞殿・甲斐庄喜右衛門殿・岡部左近殿・徳山五兵衛殿ゟ松平主殿頭殿当願之通被
　
仰付候旨裏書印御出被成、右之裏書
主殿頭殿ゟ四郎左衛門江御渡被下、猶今所持仕居候、右ニ付早速普請取懸四郎左衛門一手之金銭を以築留開発仕、天和三癸亥年御検地有之御高請仕候、右御検地帳猶今所持仕、御年貢米等聊無滞上納仕来候、右之訳合ニ付主殿頭殿江者代々御出入申上、 家老衆迄文通仕来候、其後代々安堵ニ相続仕来候処、宝暦年中諸国一統浪人苗字帯刀 候儀不相成、奉公之儀ハ勝手次第たるへき旨御達有之候ニ付、当御役所江奉窺 細川中務少輔者古主筋ニ茂御座 ニ付相願候処、代々物頭 申付 、私代ニ至迄同前ニ申付候先祖四郎左衛門ゟ以来二百年来登立村ニ居住仕来候、御法度被仰出之趣御達等者当御役所ゟ被仰出之旨代々相守謹慎 候、右之訳合 御座候 付、亀之助新地江居住仕来候百姓者先祖四郎左衛門開発以後追々脇方ゟ呼寄居住為仕、中村之人別帳ニ相加召置 付 代々撫育ヲ加、家業不怠 様精々申諭 既ニ去天保酉年飢饉ニ而穀価高直諸国及増運上、御当所米穀甚タ仏
ママ
底ニ而一統困窮仕候故、右新地江居住仕候百姓江ハ私父
庄右衛門ゟ細川豊前守江申達格別安売之米代銭猶十六ヶ年賦ニ願取積廻救米遣申候、其後追々困窮之時節も右同様ニ仕来 猶先祖以来之旧記も御座候得共事繁難仕候ニ付、前条荒増奉申上
一登立村少彦名尊者右新地田鋤越ニ鎮座ニ付、社頭相立度、私祖父四
郎左衛門隠居後、佐藤主鈴与相改 当御役所へ御窺申上、福嶌御塩焼太夫末派ニ罷成、登立村人別帳ニ相加 同居 候、私父庄左衛門者右豊前守江奉公仕候ニ付、右 跡私一旦相続仕候処 庄 衛門病気ニ而奉公難相勤、私江細川山城守 家督申付候、依 右社頭者
脇方ゟ養子仕、跡相続為致於于今同居仕候、就中今般皇朝御一新被
　
仰出候ニ付而者追々御達書之趣奉拝聴屹度相守 右築立之新地 上納米無滞、是迄之通御上納仕、聊奉報天忍万分之一ヲ慶所存ニ而御座候ニ付、右新地江居住仕候百姓之儀、先祖以来之訳合茂有之、御達書之趣村役人ゟ平生申聞ニ相成候得共、猶私ゟ茂精々申諭、一入撫育可仕所存 而御座候、何卒是迄之通向後之処不相変安堵ニ住居被
　
仰付被下候様伏而奉願上候、右之趣早速御願可申上筈之処、当
時者御用繁ニ茂可被為在与恐入只今差扣罷在候、此段以書附御届御願奉申上候間、宜御執成御沙汰可被下候様奉願 以上
　
明治元戊辰年十二月
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　
細川豊前守家来
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
佐藤士馬之助
　　
富岡
　　　
御役所
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奉差上候済口書付
登立村太助ゟ同村忠五郎相手取御訴訟奉申上候、字出島之鼻畑并外五筆請地滞一件之儀、双方御召出御 調中ニ御座候処 此上奉掛御厄介候而者恐入候仕合ニ付 今般吉田伝三郎・光瀬為之進立入双方承調候処、右者書面六筆之内三筆 去ル文久三亥年中居地ニいたし候処、熟談之上 上り銭等差出居候段忠五郎申立候儀共、証書取替し等も無之儀ニ付、此節熟談之上、右六筆共一円請地為致候趣利解仕候処、忠五郎ニおゐても承服仕候間、帰 之上、立入人一同立会、質代銭に上り銭等夫々勘定相立、速ニ請地為仕候様双方無違念熟談内済仕、右件ニ
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付向後聊御願筋無御座候間、済口之報御聞届、一件御下ケ被仰付被下置度、訴答并立入人一同連印仕 乍恐此段済口書奉差上候、以上、　　
卯十一月十九日
　　　　
願人
　
登立村
　
太助
　　 　　　　　　　　　
相手方
　
同村
　
忠五郎
　　
立入人
　　　
同村庄屋
　　　 　　
光瀬為之進
　　 　　 　　
同
　　　
大矢野組大庄屋
　　
吉田伝三郎
富岡　
御役所
　　　　
奉差上候済口書付
登立村太助ゟ同村忠五郎相手取御訴訟奉申上候、字堂崎新地請地滞一件、双方御召出御取調中ニ御座候処、此上 掛御厄介候而者恐入候次合ニ付 今度吉田伝三郎・光瀬為之進 扱ニ立入双方承り調候処、右者文政之度ゟ忠五郎方ニ而差配いたし来、殊ニ〆切新田之儀ニ付請地相成兼候段利解仕候処、太助方ニ而も承服仕 双方気解之上納得内済仕、右件ニ付向後聊御願筋無御座候間、右内済之趣 聞届一件御下ケ被
　
仰付被
　
下置度訴答并立入人一同連印仕、乍恐此段済口書付奉差
上候、以上　　
卯十一月十九日
　　　　
願人
　
登立村
　
太助
　　 　　　　　　　　　
相手方
　
同村
　
忠五郎
　　
立入人
　　　
登立村庄屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
光瀬為之進
　　
同
　　　
大矢野組大庄屋
　　　
吉田伝三郎
富岡　
御役所
　　　　
奉差上候済口書付
登立村亡文七忰房吉幼年ニ付代、同人伯父勝平ゟ忠五郎相手取御訴訟奉申上候、字大潟今新地田畑山共一ヶ所請地一件之儀、双方御召出取調中ニ御座候処、此上奉掛御厄介候而者恐入候次合ニ付 今般吉田伝三郎・光瀬為之進立入双方承調候処、右者文政之度ゟ引続忠五郎ニ而差配いたし来、殊ニ〆切新田之儀ニ付請地相成兼、居地ニいたし候様申聞候処、亡文七跡房吉代勝平ニおゐても承服仕、双方内得内済仕、右一件ニ付向後聊御願筋無御座候間、右内済之趣御聞届御下ケ被
　
仰付被下度、訴答并立入人一同連印仕、乍恐此段済口書付奉差上候以上、　　
卯十一月十九日
　　
願人
　
登立村亡文七忰房吉
　　　　　　　　　　　　　　　　
幼年ニ付代兼
　
勝平
　　
相手方
　
同村
　
忠五郎
　　
立入人
　
登立村庄屋
　　　
光瀬為之進
　　
同
　　　 　　　 　　　
大矢野組大庄屋
　　　
吉田伝三郎
富岡
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御役所
　　　　
奉差上候済口書付
登立村亡藤兵衛忰又四郎ゟ同村卯之作相手取御訴訟奉申上候、字出嶋畑一ヶ所并堂崎新田一ヶ所請地滞一件 儀、此上奉御厄介候而者恐入候次合ニ付、今般吉田伝三郎・光瀬為之進立入双方承り調候処、字堂之崎田畑之儀者〆切新田之儀ニ而請地相成兼、殊ニ文政之度ゟ引請卯之作方ニ而差配いたし来候ニ付而者請地相成兼候段申聞候処、又四郎方ニおゐても承服仕候上者、為会釈金十両卯之作ゟ又四郎江 節相渡、双方無違念内済納得仕候、然上者一件ニ付向後聊御願筋無御座候間、右済口之趣御聞届一件御下ケ被
　
仰付被下置度、訴答并立入人一同連
印仕、乍恐此段済口書付奉差上候、以上　　
十一月十九日
　　　　　
願人
　
　　　　　　　　　　　　　　
登立村又四郎代
　
徳次郎
　　
相手方
　　　
同村
　　　　　　
卯之作
　　
立入人
　
　　　 　 　　　　
登立村庄屋
　　　
光瀬為之進
　　 　
同
　　　
大矢野組大庄屋
　　　 　
吉田伝三郎
富岡　
御役所
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乍恐御歎願奉申上候書付
天草郡之儀、追々諸侯方御領地ニ被仰付候哉之風聞も御座候処、当郡之儀者西海 離嶋ニ而四方大洋を請候所柄ニ付御田畑無数、其上地味悪敷御座候上、人高多夫食払底ニ而元来困窮之嶋地ニ御座候処 寛文之度戸田伊賀守様御領地之砌被仰立之上、夫以来
　
御公料ニ被仰付、
寛仁 御改革ニ而一統難有渡世罷在候ニ付、是非御公料ニ無御座而者一体難立行歎敷次第ニ御座候間 諸侯方御領地ニ者不 様被仰立被下置度奉願上候、就中困窮必至与差迫居候央、不穏之形勢 泥ミ、万一小前之もの共心得違仕候様押移 而者奉恐入 次第 御座候間、類外之以御憐愍被為叶候御儀ニ被為有候ハヽ 非常之節防禦筋之儀者隣端諸侯方江被仰付、諸侯方 領地ニ 不被仰付 永世
　
御公料ニ被
仰付諸御用筋 儀者御公料御支配被仰付候様幾重ニも被仰立被下置候ハヽ、一統往々安堵ニ農業出精仕
　
御仁沢之程重畳難有仕合奉存候、
依之乍恐一同連印仕、此段以書付御歎 奉申上 、以上、　　
慶応三卯年正月
　　 　　　　　　　　　　　　　
永野次郎八印
　　
小野国之丞
　　 　　
小松彦兵衛印
　　 　　 　　　　　　　
植村源蔵印
　　 　　
本多太一郎印
　　 　　
武部剛蔵印
　　 　　
吉田平八郎印
　　 　　
上田源太夫印
　　 　　
吉田喜太郎印
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福嶋武八郎印
　　
高杉熊八印
　　
小林彦佐久印
　　 　　　　　　　　　　　
田中馬四郎印
　　 　　
中村内蔵助印
　　 　　
岡部輔蔵印
　　 　　
高城新九郎印
　　 　　
萩原基三郎印
　　 　　
大谷小十郎印
　　 　　
落合猶左衛門印
　　 　　
原田政八郎印
　　 　　
光瀬為之進印
　　 　　
浦上市之助印
　　 　　
岡部湯左衛門印
　　 　　
靏田茂左衛門印
　　 　　
豊田瀧之進印
　　 　　
渡辺喜助
　　 　　
浦本馬之助印
　　 　　
浦本悦左衛門印
　　 　　
上田為之進印
　　 　　
宗像組固印
　　 　　
宗像寿一郎印
　　 　　
小野織部
　　 　　
池田六郎左衛門印
                                  歳田三郎兵衛印
　　　　　　　　　　　　　　　　　
豊田助左衛門印
　　
猪原勘五右衛門印
　　
荒木左馬吉印
　　 　　　　　　　　　　　
村川豊太郎印
                                  靏田儀右衛門印
　　　　 　　　
高嶋伝左衛門印
　　 　　
尾上四方治印
　　
小崎清印
　　 　　　
長嶋平左衛門印
　　 　　
木山為彦印
　　 　　
吉田伝三郎印
　　 　　
松浦四郎兵衛印
　　 　　
藤田善五右衛門印
富岡　
御役所
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（包紙）
　　　　　　　　　
井門文三郎
　　　
吉田伝三郎様
　　　
浅井弥
　　 　　　　 　　
上羽又十郎
一筆致啓上候、春暖之砌御座候得共、弥御堅固可被成御勤珎重存候、然者豊前守家来佐藤士馬 助儀、不相替永住ニ相成候様、旧臘委細御願得御意置候処、今般願之通被
　
仰付候段御達ニ相成難有仕合奉存
候、右ニ付兼而ゟ彼是厚預御世話千万忝次第御座候、右御挨拶旁為
マ
可
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得御意如斯御座候、恐惶謹言、　　　　　　　　　　　　　　　　　
上羽又十郎
　　
二月五日
　　　　　　　　　　　　　
重親（花押）
　　
浅井弥門
　　　
重喬（花押）
　　 　　　　　　　　　　
井門文三郎
　　　 　
重権（花押）
　
吉田伝三郎様
◇吉田家文書
44
　　　　
乍恐御歎願奉申上候書付
今般天草郡之儀、私領御預所ニ被仰付候風聞専ニ御座候処、同郡之儀四方海岸田畑無数、御高不相応多人数、年々作夫食米 拝借日用取続候困窮之嶋柄、殊ニ百姓漁師而巳罷在礼儀等不存、是迄御公義御直御支配寛仁之御改革被仰付難有家業相営候央、私領御預所ニ被仰付 而者其国風ニ不随候而難叶、諸藩方自国百姓御取扱之振合ニ而者迚も当郡百姓共私領方百姓町人之見習（学）出来不申、只々狼狽候外無御座候、是迄之通御支配被仰付候得ハ 御役所表纔之御人数ニ而諸御用御取扱被仰付、宗門人別御改其外 出役之時々至而御手軽惣而郡中入費成丈省略方精々御心付被仰付候処 私領御預所ニ相成出役之節者勿論役々方通行之節、其役格式を以通行相成候儀者自国御預所之差別有御座間敷、 役所御詰之儀も多 数御詰、津々浦々江役々不時御廻拝可相成、左候而者人夫其外諸失費多分相嵩、兼而困窮之嶋柄取続難出来成行可申儀 座候、且方今不穏之御時節柄ニ付ハ自国同様之御取計向茂 有之哉難計、一同歎敷奉存候、何卒格別之
被為以御憐愍御料所御支配ニ被仰付候様御申立被仰付被下置候ハヽ、一同難有仕合奉存候、依之縋御慈悲、乍恐此段以書付奉御歎願候、以上、　
卯
　
正月
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（包紙）　　
歎願書
　　
容躰書
　　　
扣
（―
1）
　　　　
乍恐御歎願奉申上候書付
天草郡之儀、追々諸侯方御領地ニ被仰付候哉之風聞も有 座候処、当郡之儀者西海之離島ニ而四 大洋を請候所柄ニ付御田畑無数、其上地味悪敷御座候上、人高多夫食払底ニ而元来困窮之島地ニ御座候処 寛文之度戸田伊賀守様御領地之砌被仰立之上、夫以来
　
御公料ニ被仰
付、寛仁之御改革ニ而一統難有渡世罷在候 付、是非
　
御公料ニ無御
座而者一体難立行歎敷次第ニ御座候間、諸侯方御領地ニ者不被仰付候様被仰立被下置度奉願上候、尤前書奉申上候通、素ゟ至窮之島先年ゟ作夫食拝借等奉願取続罷在候処、近年違作打続次第ニ困窮差迫り当惑、殊ニ近国津留ニ而穀類取入も出来不申、猶物価者日増 引上日用難凌御座候 付、近年御救石代等奉願 漸露命取続罷在候程之儀ニ御座候処、方今不穏之御時節ニ付砲台造築之儀厚御利解被仰諭ニ付、大庄屋・庄屋始、身元ヶ成之もの共迄若干之金高去々丑ゟ巳迄五ヶ年割を以上納奉願 去寅迄漸弐ヶ年分上納仕、未タ年賦中 座
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処、猶御陣屋御警衛相詰候ニ付而ハ多分之入費も相掛り次第金銭不融通ニ相成候故歟、小前之もの共人気区々之風聞茂有之、村役人共案分罷在候央、今般農兵御取立方被仰付、右御仕方立 儀者追而
　
御郡代
様御見込之次第も被為在候段被仰渡之趣承知奉畏候処、右ニ付 茂定而入費多分相掛り可申、就中困窮必至与差迫居候央、不穏之形勢ニ泥ミ、万一小前之もの共心得違仕候様押移り候而者奉恐入候次第ニ御座候間、類外之以御憐愍被為叶 儀ニ被為在候ハヽ、非常之節防禦筋之儀者隣端諸侯方江被仰付、諸侯方 領地ニ者不 永世
　
御公
料ニ被仰付諸御用筋 儀者御公料御支配被仰付候様幾重ニも被仰立被下置候ハヽ、一統往々安堵ニ農業出精仕
　
御仁沢之程重畳難有仕合奉
存候、依之乍恐一同連印仕、此段以書付御歎願奉申上 、以上、　　
慶応三卯年正月
（―
2）
　　　　
容體書
　　 　　　　　　　
砥岐組大庄屋
　　　 　　 　　　　　　
藤田善五右衛門
右懸飲之証ニ而一昨年来追々私共診察仕候処 此節前証差重り候上、心痛徹背胸動煩悶心下痞鞕、其脈結代仕申候ニ付、警衛詰伊佐元登相招相談仕候処、同人大黄甘草湯并島頭赤石脂丸兼用相成候間、私与も人護湯投与 置申候得共、変証之儀者難計奉存上 、此段以容體書奉申上候、以上、　　
四月八日
　　　　　　　　　　　　　
上村
　　　　　　　　　　　　　　
宗像欽哉
（―
3）
　　　　
容體書
　　 　　　　　　
砥岐組大庄屋
　　　 　　　　　　　　　
藤田善五右衛門
右一昨年来懸飲証ニ而折々及難渋居候末、此節尚又差重り候由ニ而診察致し呉候様頼来候ニ付一診仕候処、全ク前症増長仕、心痛徹背背痛徹心寒気厥逆心下痞塞腹中雷鳴時 吐水苦発則上衝于胸自汗如拭、其脈結代、且煩悶仕 ニ付、大黄甘草湯島頭赤石脂丸投与仕候、往々如何之変症ニ転来仕候儀も難計御座候得共、当時専一ニ加療養居申候此段荒増以容體書如此ニ御座候、以上、　　
四月八日
　　　　　　　　　
警衛詰医師
　　　　　　　　　　　　　　　　
伊佐元登
（―
4）
　　　　
乍恐御歎願奉申上候書付
肥後国天草郡之儀、四方海岸、田畑無数御高弐万四千石余、人数拾五万人余、土地不相応多人数、殊ニ偏固之島柄ニ而往古ゟ一揆徒党相企候儀間々有之、寛文之度御代官鈴木三郎九郎様御支配被仰付、享保之度一旦私領御預所ニ被仰付候得共、猶寛政 度一揆徒党相企、其後長崎御代官御支配被仰付候処、公事出入等富岡御役所限済方不 、都而長崎表江渡海直願仕候様成行往返入用 且同所滞在中諸失費多分 掛り候而巳ならす、帰郡之上同表繁花之風 ヲ見学美麗美食等相好、自然与滅亡仕候もの不少、身元ヶ成之もの者漸々取続出来候得共、小前之もの共困窮極迫、天保之度猶又一揆差起、御重役様方御下向落着上、日田御支配被仰付連綿治来候、就中方今不穏 形勢ニ乗シ浮浪横
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行いたし、大和五条并備中倉敷等覆轍茂有之、下民危懼を生し安眠致兼候折柄、当御支配様格別之御世話を以砲台御造築・農兵等追々御取立厳重御取締被仰付候ゟ奸徒・浮浪之族遁逃仕、盗歎之憂更ニ無之、且郡中入費省略方精々 心付被仰付御仁愛之御政務一島村役人者不及申、小前百姓末々迄御恩沢之程難有郡民一統安堵ニ農業家業出精仕候儀ニ御座候間、何卒格別之御憐愍を以永御支配被仰付候様 宜被仰立被下置度、私共一同連印仕、御慈悲ニ縋、乍恐此段以書付奉御歎願候、以上、　　
卯
　　　　　　　　
栖本組
　　　　　　　　　　　　
下津浦村庄屋
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原田政八郎
　　
砥岐組
　　　
姫浦村庄屋
　　　
浦本悦左衛門
　　 　
久玉組
　　　
魚貫村庄屋
　　　 　
佐々木覚之丞
　　 　
本戸組
　　　
大宮地村庄屋
　　　 　
園田与司馬
　　 　
大江組
　　　
下津深江村庄屋
　　　 　
西嶋格左衛門
　　 　
富岡
　　　
町年寄
　　　 　
高嶋伝左衛門
　　 　
砥岐組
　　　
大庄屋見習
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
藤田五一郎
　　
壱町田組宮地岳村
　　　
大庄屋並
　　　
中西亀勇太
　　 　　　　
久玉組大庄屋
　　　
中原鹿次
　　
志岐組大庄屋
　　　 　
平井為八郎
　　 　
井手組大庄屋
　　　 　 　　　　
長嶋市左衛門
　　 　
御領組大庄屋
　　　 　
中西東之助
　　 　
本戸組大庄屋
　　　 　
木山為彦
　　 　
壱町田組大庄屋
　　　 　
野田英之進
　　 　
大矢野組大庄屋
　　　 　
吉田伝三郎
　　 　
大江組 庄屋
　　　 　
松浦四郎兵衛
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（包紙）
　
大坂北堀江壱丁目
　　　　
砥石約定書
　　　　　　　　　　
綛屋清助
　　　　
差入申約定一札之事
一
 此度我等買入候砥石之儀、大坂表ゟ売捌不申候様之約定ニ而御切出
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し被成下、万一右砥石大坂表ゟ積登り申候ハヽ、則同所東堀平野屋権兵衛殿方江売渡し可申候条相違無御座候、若同表外砥石屋渡世向江売渡候儀有之候ハヽ、 荷物差押ニ相成候共 其筋一言之申分毛頭無御座候、為後日約定一札依而如件、
　　　　　　　　　　　　
大坂北堀江壱丁目
　　
明治三庚午年五月
　　　
加州商会
　　　
羽友組合
　　　
綛屋清助（印）
　
天草郡大矢野郷
　　
砥石山世話方
　　　 　
雄太郎殿
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乍恐御歎願奉申上候書付
肥後国天草郡之儀、四方海岸、田畑無数、御高弐万四千石余、人数拾五万人余、土地不相応多人数、殊ニ偏固之島柄ニ而往古より一揆・徒党相企候儀間々有之、寛文之度御代官鈴木三郎九郎様 支配被仰付、享保之度一旦私領御預所ニ被仰付候得共 猶寛政之度一揆・徒党相企、其後長崎御代官御支配被仰付候処、公事出入等富岡御役所限済方不仕、都而 表江渡海直願仕候様成行 往返 用且同所滞在中諸失費多分相掛り候而巳ならす、帰郡之上同表繁花之風儀ヲ見学、美麗美食等相好、自然与滅亡仕候もの不少 身元ヶ もの者漸々取続出来候得共、小前之もの共困窮極迫、天保之度猶又一揆差起 重役 様方御下向落着之上、日田御支配被仰付連綿治来候、就中方今不穏之形勢乗ニ浪
ママ
（浮）浪横行いたし、大和五条并備中倉敷等覆轍茂有之、下民
危懼を生し安眠致兼候折柄、当御支配様格別之御世話を以砲台御造
築・農兵等追々御取立厳重御取締被仰付候
より
奸徒・浮浪之族遁逃仕、
盗難之憂更ニ無之、且郡中入費省略方精々御心附被仰付御仁愛之御政務一島村役人者不及申 小前百姓末々迄御恩沢之程難有郡民一統安堵ニ農業家業出精仕候儀ニ御座候間、何卒格別之御憐愍を以永御支配被仰付候様、宜被仰立被下置度、郡中惣代私共一同連印仕、御慈悲ニ縋、乍恐此段書付を以奉御歎願 、以上、　　
卯
　　　　　　　　
栖本組
　　　　　　　　　　　　
下津浦村庄屋
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原田政八郎
　　
砥岐組
　　　
姫浦村庄屋
　　　
浦本悦左衛門
　　 　
久玉組
　　　
魚貫村庄屋
　　　 　
佐々木覚之丞
　　 　
本戸組
                        大宮地村庄屋
　　　 　
園田与司馬
　　 　
大江組
　　　
下津深江村庄屋
　　　 　　
西嶋格左衛門
　　 　　　
富岡
　　　
町年寄
　　　 　
高嶋伝左衛門
　　 　
砥岐組
　　　
大庄屋見習
　　　 　
藤田五一郎
　　 　
壱町田組宮地岳村
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大庄屋並
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中西亀勇太
　　
久玉組大庄屋
　　　
中原鹿次
　　
志岐組大庄屋
　　　 　 　　　
平井為八郎
　　 　
井手組大庄屋
　　　 　
長島市左衛門
　　 　
御領組大庄屋
　　　 　
中西東之助
　　 　
本戸組大庄屋
　　　 　
木山為彦
　　 　
壱町田組大庄屋
　　　 　
野田英之進
　　 　
大矢野組大庄屋
　　
吉田伝三郎
　　 　
大江組大庄屋
　　　
松浦四郎兵衛

